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当園では園児と関わる保護者や教職員、そして地域住民が良好な
関係を築き、笑顔で過ごすことが園児たちの幸せや安心につなが
ると考えています。子どもたちの健やかな成長を支えるためには、
まず教職員自身が心身ともに健康であることが不可欠です。教職
員が生き生きと働くことで、より質の高い保育・教育を提供できる
と確信しています。そのため、教職員が働き続けたいと感じる職場
環境づくりと、心身ともに健康に働ける職場を目指して健康経営の
取り組みを開始しました。

教職員の健康が園児の幸せにつながると信じて健康経営の取り組みを開始

健康経営に取り組むきっかけ

令和5年度から令和６年度にかけ、２年連続でアニバーサリー休暇の取得率100%を達成し、健診
費用補助制度も定着してきました。当初は休暇取得率が伸び悩みましたが、職場環境の整備により人
的余裕が生まれ、徐々に休暇取得が定着しました。また、健康経営への取り組みをHP上で公開したこ
とで、求職者へのアピールにつながり、令和6年度、令和７年度と２名づつの採用へ結びつきました。

アニバーサリー休暇取得率100%達成と採用強化に繋がった

健康経営の実践による効果

理事長主導で健康経営を推進

健康経営の推進体制

月一回の運営会議内で園内の健康課題を共有

開始当初は理事長が単独で健康経営を主導していました。今後は理事長が引き続き中心的役割を
担いながらも、幅広い人財から担当者を任命できる体制への移行を目指します。

理事長、園長、副園長、コンサルタントの4～５名体制で、毎月1回の運営会議を開催しています。開
始当初は、社労士にも施策のたたき台の検討にご協力いただきました。運営会議では、教職員の健
康状態や職場環境に関する現状の課題や今後の方針について意見をすり合わせ、具体的な改善策
を決定しています。

【2025年1月取材】



教職員自ら制度や施策提案ができる組織づくりには、まず健康
経営の意識を浸透させ、健康経営担当者を幅広い人財から任命
できる体制の整備が必要であると考えています。また、理事長か
ら後進へ旗振り役を引き継ぐために、トップ自ら、健康経営アド
バイザー*３を令和７年度中に取得する予定です。

ボトムアップで推進できる体制づくりを目指す

より働きやすい職場を目指し職場環境の改善に取り組む

アニバーサリー休暇の取得率100%の継続だけでなく、有休消化率も可能な限り100%に近づけ
ることを目指しています。そのためには、定期昇給実現と人財拡充可能な財務体質の安定が欠かせ
ないと考えます。新たな施策に関しても、教職員の意見も取り入れながら徐々に活用してもらうこと
を目標に、今後も継続して取り組んでいきます。
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今後の展望

取り組みのポイント

求職者へのアピール強化で人的余裕を生むことで休暇を取得できる文化が出来た

どうすれば職員に制度を利用してもらえるかに注力しました。たとえば、アニバーサリー休暇導入
当初は休暇を取得する文化が根付かず、取得率が伸び悩んでいました。休暇取得の定着には人的余
裕が不可欠と考え、まずはHPの採用情報ページに健康経営優良法人認定校であることや、健康宣
言*２を掲載し、「教職員の健康を大切にする園」として求職者への訴求を強化しました。その結果、2
名の採用が決定し、人的余裕が生まれたことがアニバーサリー休暇取得率100%に寄与したと考え
ています。

トップダウンでの根気強い健康経営の継続

健康経営を継続するポイントは、費用や労力の面で無理のない範囲から取り組みを始めることです。
当園では、経営層のトップが職員に対して取り組みの意義を根気強く伝え続ける大切さを身にしみ
て感じています。さらに、新たな施策を実施する際、経費増加と捉えがちですが、施策の導入を職員
の健康改善ややりがい向上のための「投資」として考えることが重要だと認識しています。

*1 カロママ ＋… AI健康アドバイスアプリ:食事・運動・体重・体温・睡眠・気分の記録を通じ、AI管理栄養士による助言や提案を受けられる

*２ 健康宣言 … 従業員の健康の保持・増進を目指して健康経営に取り組むことを学校の内外に発信（宣言）すること
*３ 健康経営アドバイザー … 健康経営に関する資格制度。健康経営の必要性を伝え、実践へのきっかけを作る推進者となることを目指す

休暇や設備を導入 教職員の意見を反映して制度を充実

教職員の健康維持・増進を支援するため、健康保持に向けた情報
提供、AI健康アプリ（ カロママ＋ *1 ）の紹介、各種検診の費用補助、
アニバーサリー休暇の導入、並びに消毒設備の設置、園舎・園バスの
光触媒消毒などを実施しました。なお、費用補助については、制度
開始当初の「自治体による検診の補助のみでは利用しづらい」とい
う職員からの意見を受けて、より利便性を高めるため、現在は一般
検診も対象に拡大し、受診率の向上につなげています。

理事長自身が健康経営に関する学びに励み、超過勤務に関する
講義を受講するなど知識の習得に努めています。
また、健康経営への取り組みは、ＨＰ上での周知に加え、理事長の
名刺に健康経営優良法人認定のロゴを印刷することで、名刺交換
時の会話のきっかけにもなり、当園の健康経営に対する姿勢を広
く伝えることで園のアピールにもつながっています。

健康経営で実践したこと

理事長自らが率先する健康経営の学びと効果的な対外発信



理事長自ら過重労働解消セミナーを受講アニバーサリー休暇の申請書

園舎・園バスの光触媒消毒
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施策の様子

園内の様子

消毒設備の設置
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